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新年のご挨拶 

 

令和７年、2025 年の年頭にあたり、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。皆様におかれ

ましては、輝かしい新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。また平素より公益財団法人

復康会社会復帰事業部に対し、温かいご理解とご支援を賜りまして厚くお礼申し上げます。 

さて今年も干支の話をさせていただきますが、実は干支は「十干（じっかん）」と「十二

支（じゅうにし）」を組み合わせたものの事になるそうです。 

今年は十干では乙（きのと）と言い、十干の 2番目で「木」の要素を持ち、草木がしなや

かに伸びる様子や横へと広がっていく意味を持ちます。干支は巳（み・へび）です。神様の

使いとして大切にされてきた動物で、脱皮を繰り返すことから不老不死のシンボルともされ

ています。そのため乙巳（きのとみ）の年は、「再生や変化を繰り返しながら柔軟に発展し

ていく」年になると考えられています。 

最近では世界情勢、日本の社会情勢、福祉を取り巻く状況等、前向きな話題が少ない中 

ですが、皆様や私たちがこの干支の意味する様な前向きな、「発展していく」年になる事を

願っています。 

本年もよろしくお願い申し上げます。 

 

 

公益財団法人復康会 社会復帰事業部長 澤野文彦 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かのん 
１２/２１(土)に恒例の『かのんクリスマス』が開催され、総勢

３０名が参加しました。調理・ホットケーキ作り・買い物・会

場設営に分かれて準備を行いました。本番では、スタッフの余

興に爆笑・失笑・苦笑・冷笑等、様々な笑いが起こり、ビンゴ

ゲームでは数字が発表されるたびに歓声があがりました。閉会

後は、お土産のお弁当（チキンライス・サツマイモのリゾット・

唐揚げ等）とホットケーキを手に帰途につきました。 

（ 長谷川 ） 

 

 

 

（ 氏名 ） 

ゆめワーク 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟまごころ 
クオーレでは今年も『クリスマスぷりん』を販売しま

した。クリスマスぷりんはノーマルのプリンの上に、

クッキーやカットしたフルーツを乗せクリスマスオリ

ジナルのデコレーションをしたものです。クリスマス

期間中はプレゼントや自分へのご褒美として多くの方

に購入していただきました。次回はバレンタインデー

の期間限定『ちょこぷりん』を販売予定です。 

（ 上柳 ） 

１２/１８（水）に市内の当法人グループホーム・就労支援事業所合

同の防災訓練を開催しました。今回は『起震車体験』。地域の自治会

の方もお招きし、震度 5強～７を体験しました。震度７では、机の

バーにしがみついているのがやっとで、もし机が固定されていなけ

れば立っていられませんでした。それでも伊豆沖地震を体験した利

用者からは「実際はこんなものではない」と話があり、皆で地震に

備え出来る事をやっていこう、と話し合いました。   （ 勝又 ） 

 

 

 

コーポ狩野 

ゆめワークでは１２/１９（木）毎年恒例のクリスマス会を

開催しました。クリスマスショーと題し、6 名有志のカラ

オケの歌の披露に聞き入り、1 名のモノマネに盛り上がり

ました。その後はメンバーさん扮するサンタさんが登場し、

ビンゴゲーム大会となり、上がったグループからサンタさ

んよりプレゼントを貰いました。昼食はパン工房で作った

特性クリスマスプレートを美味しく頂きました。 

 （ 綾部 ） 

 

 

 

 

 

（  氏名  ） 

直径約 1.5ｍの 

リース 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

りりぶ 

2025年は巳年です。ヘビは世界中で縁起の良い生き

物・繁栄の象徴として崇められ、脱皮は「復活と再

生」を意味しているそうです。当事業所も法制度の

変化に合わせ形態を変え、また新年を迎えることが

出来ました。これからも新たな時代に合わせ「脱皮」

する歩みを続けていきたいと思います。 

本年もよろしくお願い致します。    （ 鈴木 ） 

 

なかせ 

三島市内包括支援センターと相談支援事業所による連

絡会「介護・障がい連絡会」にて、介護施設（通所リ

ハビリテーションとデイサービス）を見学しました。

サービスを必要とする人が増えている中で、個々のニ

ーズに適した事業所が増えていること、多様性を感じ

る機会となりました。利用者の方々の真剣な様子や、

楽しんでいる表情が印象的でした。      （ 山田 ） 

ほっと 

１２/１０(火)、りりぶが入る熱海第一ビルにて防災消

防訓練が行われました。 

地震と火災を想定した訓練で、ビルに勤務される様々

な方たちが参加された大規模な訓練です。 

りりぶも、利用者、職員が避難訓練に参加しました。

日頃からの備えや訓練の大切さを改めて実感します。

写真はその時の様子を写したものです。 （ 吉田 ） 

 

 

 

 

（ 氏名 ） 

ひまり 

12/7(土)、富士障害者週間記念事業の一環で、今年は『障

害福祉サービス事業所を知ろう！』と題して、市内の

事業所紹介、出店、体験の機会が設けられ、ほっとも

実行委員として参加しました。市内 32カ所の事業所が

出店し、来場者は 350 人で、活気にあふれ大成功。事

業所への関心はもとより、人との触れ合いを求めてい

る方が多いと感じた 1日でした。     （ 田尻 ） 

 

 

 

 



社会復帰事業部施設ＭＡＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あけましておめでとうございます。昨年は元日に能登半島大地震という思いもよらない年明けとなり、

８月には南海トラフ地震臨時情報が出されるなど自然災害に対する認識を変えざるを得ない１年だっ

たと思います。今年は巳年。再生や転機の年と言われています。復興と新たな旅立ちに希望が持てる年

でありますように。                             ふくむすび編集部 

 


